
今回は食品素材の機能性評価を目的としてよく受託する試験をご案内します。 

生活習慣病モデルを用いた試験は古くからありますが、最近では認知、疲労、

加齢、免疫関連などのご依頼が多い傾向です。 
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当社は、ＨＳ財団動物実験認証施設です 

NNaa  vivi    
食品等の機能性評価試験のご紹介 

疲労試験（①筋肉疲労 ②精神疲労） 

NBR Study 
NBR Study   
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【評価項目】筋肉重量 
【動物種】マウス、ラット 

【評価項目②】水泳時間 
【評価項目①】トレッドミルエラー数、乳酸値 
【動物種①②】ラット 

【評価項目】ABR（聴性脳幹反応） 

加齢性難聴 
【動物種】C57BL/6Jマウス 

βアミロイド脳室内投与認知症モデル 

【評価項目】Y迷路、受動回避 
【動物種】マウス 
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